
末
寺
議
密
よ
り
十
年
前
。
後
也

o
m如
上
人
御
代
。
』
一
念
。
湯
浅
泌
民
軒
。
前
川
氏
の
邸
側
似
及
び
加
越
能
の
一

と
把
し
た
の
は
、
今
岡
寺
に
秘
す
る
訟
似
方
身
魚
倣

一
一
咋
邸
出
す
の
川
出
録
で
あ
る
。
湯
浅
氏
は
組
先
道
具
以
来
一

氏
如
の
製
部
と
い
ふ
も
の
に
、『
文
細
川
年
壬
六
且
什

一
山
川
々
文
相
を
以
て
名
を
相
官
た
か
ら
、
池
山
の
目
録
も
一

入
日
劇
中
h

怜
祐
架
』
よ
あ
る
も
の
か
ら
生
ま
れ
た
か
二
殊
に
珍
ら
し
い
資
料
が
多
い
。

一

或
は
か
の
記
廓
か
ら
こ
の
明
富
山
告
が
起
っ
た
か
は
別
問

一

ユ
ウ
シ
ン
サ
イ
ズ
イ
ヒ
ツ
又
新
腎
随
筆
一
加
。
一

ユ
ウ
セ
ン
イ
ン
訪
仙
院

加
到
一
冊
中
心
第
六
代
前

一

組
と
し
て
、
兎
に
角
一
致
し
て
ゐ
る
o
併
し
谷
下
一

一
湯
浅
地
良
部
O

利
政
君
封
凶
考
・北
候
不
殿
妥
女
考
・
一
回
吉
徳
の
子
鴎
勉
即
ち
筒
井
忠
宣
夫
人
の
法
磁
o
詐

一

拶
氏
お

『
誕
祭
史
の
締
研
究
』
ハ
昭
和
十
六
年
七
月
出

一
夫
米
夫
鋭
考
・松
山
川
役
考
の

如
く
、
加
制M
滞
に
闘
す
一
し
く
は
祐
仙
院
問
問
保
智
大
都
定
尼
。

一

版
)
に
鍛
る
と
、
天
文
日
記
十
五
年
オ
月』
H
九
日
の

一
る
こ
と
に
し
て
、
宙
来
判
然
せ
ざ
る
も
の
込
考
穏
を
一

ユ
ウ
セ
ン
ジ
浦
泉
寺

能
楽
部
旋
泉
寺
の
西
方

一

僚
に
、『
加
州
金
保
坊
合
へ

本
館
云
々
悉
道
H
H
下
之
。

一
集
録
し
て
あ
る

o

一
梯
川
に
臨
む
地
に
そ
の
寺
社
が
あ
る

o
m平
成
袋
阻

一

一
、
侭
唯
一
品
部
股
桝
寺
川
出
信
一
卜
之
。
』
と
あ
る
脱
帽町
苦
悩

一

ユ
ウ
ゼ
ン
友
韓
京
一
の
友
制
染
の
組
。
そ
の
基
一
に
、『
白
山
中
宮
の
末
寺
に
稲
泉
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
。

一

信
は
、
断
桝
寺
結
束
及
び
阿
国
恩
管
制
限
信
ハ寺川問問配
心
U

一
跡
が
金
祁
上
小
川
町
制
凶
寺
に
存
す
る
と
い
ふ
こ
と
一
凶
司
の
雌
よ
り
程
近
き
所
な
り
。
』
と
あ
る

o
X平
家

一

二
人
の
訟
で
、
前
者
は
十
六
年
十
ご
月
九
日
及
び
刊

一
は
、
資
凶
寺
に
依
箆
宗
鐙
の
惑
が
護
見
せ
ら
れ
た
と
一
物
訴
に
は
、
こ
の
濡
泉
寺
の
こ
と
を
、『
凶
附
の
訟
に
一

二
年
一
一
且
一
一
日
に
ム
サ
舶
来
と
見
え
る
か
ら
、
給
信

一
い
ひ
川
し
た
後
、
大
正
九
年
一
且
出
品
凶
寺
の
下
寺
で

一
鵜
川
と
云
山
寺
あ
り
。
』
と
記
し
て
鵜
川
寺
と
し
て
ゐ

一

の
金
制
作
御
坊
下
向
を
・
χ
泊
元
年
と
し
、
示
寂
を
大
永

一
あ
る
他
州
寺
に
こ
の
京
あ
る
に

-会
っ
た
も
の
で
あ

一
る
。
読
し
今
鵜
川
村
に
遊
山
市
寺
村
の
隙
凸
で
あ
る

一

部
年
と
す
る
部
訟
は
信
じ
得
ぬ
と
し
て
ゐ
る
。
凶
に

一
。
、
友
剖
仰
が
金
川
仰
に
居
た
や
否
や
す
ら
際
貨
で
は
な

一
か
、
常
時
は
凡
ベ
て
組
問
川
村
に
邸
L
、
そ
の
内
寺
院

一

言
」
。
『
良
宗
史
の出
向
研
究
』
で
は
、
附
杷
州
国
信
を
天

一
い
。
こ
の
仰
は
坊
主
誠
で
、
友
抑
制
州
自
制
叫
上
陸
と
あ

一
を
中
心
と
す
る
地
が
分
立
し
て
遊
呆
寺
村
に
な
っ
た

一

文
日
紀
別
縦
赤
磁
の
州
民
信
か
V
A
は品川
ド
の
問
問
心
か
で

一
る
が
、
そ
の
友
部
の
こ
芋
に
後
に
加
剃
せ
ら
れ
た
跡

一
の
で
あ
ら
う
。
又
源
平
姉
袋
把
に
、
『
=
一
且
九
日
被
v

一

あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
後
者
で
あ

一
の
見
え
る
の
み
な
ら
ず
、
貸
出
町
一
八
良
質
六
且
十
七
日

一
下
=
院
宣
二
苫
。
加
賀
凶
地
河
焼
失
邸
-
E
K
o
』
と
あ
る

↑

ら
う
。
何
阪
な
ら
阿
世
間
寺
山
間
に
寺
組
成
心
を
大
和
小

一
の
文
字
が
微
か
に
鋭
ま
れ
、
烈
人
若
し
く
は
染
工
が
一
地
河
も
鶴
川
寺
の
窓
で
あ
る
c
長
門
木
平
家
物
税
に
、
一

山
の
産
と
あ
る
が
、
大
和
に
は
小
山
が
な
い
か
ら
河

一
上
座
に
ま
で
昇
っ
て
ゐ
た
こ
と
も
信
じ
ら
れ
ぬ
。
同

一
こ
の
寺
を
地
泉
寺
に
作
っ
た
の
付
、
稲
川
北
寺
を
烈
お

一

門
の
限
と
忠
は
れ
、
若
し
河
内
小
山
と
す
れ
ば
品
川
下

一
寺
の
過
去
般
に
も
、
友
抑
制州
自
組
上
庄
太
郎
倒
屋
且
一
し
た
か
、
白
山
況
院
の
抽
出
市
寺
と
協
同
し
た
か
で
あ

一

と
は
際
援
の
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
隣
っ
て
天
ー
ズ

一
間
と
蹴
せ
ら
れ
、
太
郎

m屈
は
古
い
染
物
屋
で
は
あ

一
る
。
白
山
紀
に
も
中
宮
入
院
の
中
に
涌
泉
寺
を
思
げ

一

日
記
十
引
年
イ

H
H
九
日
の
僚
の
陵
情
は
磁
心
の
縦

一
る
が
、
そ
れ
が
十
七
日
の
僚
の
滋
後
に
記
さ
れ
て
ゐ

一
て
ゐ
る
。
郷
村
名
磁
抄
に
、『
佐
古
祐
泉
寺
と
い
ふ
寺

一

記
で
あ
ら
う
o
ハ
以
上
付
金
問
御
坊
・
隠
腿
寺
・
附
桝

一
る
の
で
あ
る
o
又
友
仰
に
就
い
て
は
、
秘
附
釧
士
人

一
有
之
、
村
名
を
祐
泉
寺
と
い
ふ
。
又
湯
泉
寺
と
も
遊

一

寺
の
各
項
印
刷
の
際
未
だ
考
出
血
に
k
ら
な
か
っ
た
か

一
名
録
花
の
陪
に
、『
友
部
、
木
町
烏
屈
キ
ハ
宮
崎
友
次
一
泉
寺
と
も
文
字
諮
り
た
る
よ
し
僻
言
す
O
』
と
あ
る

一

ら
、
こ
与
に
之
そ
補
記
す
る
ov

一
mmカ
キ
一
川
文
元
年
六
月
入
十
三
段
夜
九
ツ
時
』
と
恒

一
の
は
、
い
づ
れ
も
類
似
の
脅
ま
た
は
訓
を
似
り
た
に

一

ユ
ウ
シ
ヨ
ユ
ウ
シ
ユ
ウ
ロ
ヲ
有
初
有

終

録

四

一
さ
れ
、
石
仰
の
従
附
入
年
は
そ
の
叶
三
年
に
犯
る
か

一
過
ぎ
ぬ
o

一

加
。
今
故
直
方
編
。
今
枝
氏
の
附
系
、阪
欣
の
俳
程
、
一
ら
、
太
郎
山
屈
が
友
締
の
お
に
趨
窃
仰
を
建
て
た
の

一

ユ
ウ
セ
ン
ジ

遜
泉
寺

能
楽
郡
徳
俄
郷
に
臨
す

一

家
仰
の
文
部
、
及
び
仮
方
の
矢
近
海
が
油
市
北
高
山
町
村

一
で
あ
る
と
敵
〈
向
も
あ
る
が
、
花
の
府
と
い
ふ
も
の

一る
部
稿
。
古
へ
滴
泉
寺
が
あ
っ
た
に
闘
っ
て
村
名
と

一

の
腕
院
を
刊
興
し
た
る
市
山
部
寺
の
修
鈴
担
、
そ
の
他

一
が
あ
る
に
し
て
も
、
明
治
の
俳
人
竹
内
真
隣
の
古
い

一
な
っ
た
。
祐
泉
寺
・山
由
来
寺
の
文
字
も
似
用
せ
ら
れ

一

同
寺
に
闘
す
る
記
録
を
集
め
た
も
の
。
延
氏
一兆
季
宇

一
た
も
の
と
い
ふ
か
ら
、
ど
れ
棋
の
秘
威
が
あ
る
と
も
一
た
が
、
正
保
・武
文
:
民
草
の
高
辻
般
に
は
遊
泉
寺
村

一

冬
仲
旬
隠
士
以
澗
哉
の
序
文
を
添
へ
る
。

一
思
は
れ
ず
、
殊
に
死
去
の
時
刻
ま
で
示
さ
れ
て
ゐ
る

一と
し
て
あ
る
。
能
美
名
蹴
誌
に
は
、
こ
の
村
に
中
川

一

ユ
ウ
シ
ン
サ
イ
エ
チ
ロ
ナ
又
新
僚
目
録

十

三

一
の
は
、
微
釧
に
泊
ぎ
て
偶
作
の
艇
が
泌
阪
で
あ
る
。
一
中
山
潟
の
毘
蚊
跡
が
あ
る
と
担
す
る
が
、
時
代
は
知
れ

一

ユ
ウ

問問
川
臨
風
は
、
供
養
培
が
訪
中
山
惑
で
あ
る
例
の
な
い

こ
と
を
も
指
婚
し
て
ゐ
る
。

ユ
ウ
ゼ
ン
ア
ン
誠
容
庵

て
、
長
宗
来
日
収
に
邸
す
る
。

用
明
咋
別
ニ
ヲ
口
出
に
在
つ

ユ
ウ
ソ
ン
酉
籍

滞
土
世
間
の
併
。
心
和
一
枇
川
楼

と
刷
出
し
た
。
加
引
の
人
。
初
め
同
町
出
に

m
mし
て
嗣

法
L
、
江
戸
浅
草
附
随
訟
院
に
制
L
、
後
に
京
市
光

明
寺
に
移
り
、
点
卒
二
年
入
且

H
九
日
七
イ
歳
を
以

て
寂
し
た
。
利
容
に
、
=
一
経
略
仰
昨
日
日
陀
縦
品
田
容
が

あ
る
。ユ
ウ
チ
エ
ウ
カ
ン
担
注
抽
出
明
治
二
年
金
祁
城

内
合
所
跡
に
創
設
し
た
尽
校
で
あ
る。

是
よ
b
先
、

道
掛
川
郎
に
於
い
て
英
仰
耐
制
限
を
授
け
た
が
、
使
徒

の
附
加
し
た
錦
、
そ
の
英
引
佐
世
間
い
て
抱
枝
問
そ

芭
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
毅
三
年
十
一
且
又
致
法

印
と
合
併
し
て
、
中
出
来
校
と
な
っ
た
か
ら
、
俗
世

仙
の
存
在
は
二
年
に
縞
た
な
か
っ
た
。
木
町
の
敬
附

の
士
山
な
る
も
の
は
泊
磁
信
長
野
れ
次
郎
・滞
士
柴
木

局
之
進
等
で
、
綴
宇
部
・
剖川本
・文
典
地
理
・川町民・

日
本
外
史
・
十
入
由
民
略
却
す
の
英
泌
二
科
で
、
使
徒
は

間
五
十
人
を
蚊
へ
た
。

ユ
ウ
ド
ウ

勇

道

組

紫

宿
泊
。

な
い
。ユ
ウ
セ
ン
ジ
イ
シ

謹
泉
寺
石

能
楽
部
経
泉
寺

に
産
す
る
一
心
材
。
石
英
机
耐
枝
問
凝
加
出
掛
で
、
決
背

灰
色
の
石
弘
巾
に
草
色
の
砂
燃
を
刷
出
じ
、
質
相
制
料
帆
で

品
副
戸
市
で
あ
る
。

ユ
ウ
セ
ン
ジ
ド
ウ
ザ
ン
遊
泉
寺
銅
山

能
楽
部

機
内
市
苛
の
銅
山
は
、
都
犯
に
、
金
平
金
山
の
頃
地
山

村
の
す
料
で
あ
っ
た
牢
肋
之
な
鉱
翻
し
た
が
、

m況

を
呈
す
る
こ
と
な
〈
、
四
五
年
に
し
て
止
ん
だ
と
氾

枕
し
て
あ
る
。
金
平
金
山
の
頃
と
い
ふ
は
、
安
永

・

天
明
あ
た
り
で
あ
ら
う
。
後
文
政
三
年
加
賀
滞
之
を

復
興
し
、
安
政
三
年
六
且
は
地
聞
の
人
間
巾
三
郎
右

衛
門
の
絞
位
に
移
L
、
文
久
一
一
一
年
九
且
翫
ね
て
滞
有

と
し
た
。 1¥ 

1¥ 

J
ソ
セ
ン
ユ
ウ
ド
ウ


